
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25 年 5 月 21 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：「東日本大震災」に対応して、当初の研究計画に加えて、被災地にお

ける緊急調査、および、南海トラフ災害など今後大きな災害が予想される地域との地域間交流

をベースとする地域防災教育の可能性についても検討を進めた。この結果、地域間交流が、被

災地の体験の保持・継承と将来に向けた防災教育の双方に有効に機能すること、避難者が「主

役」となった新しいタイプの避難訓練「個別訓練タイムトライヤル」が有効であること、最先

端の地震学研究と初頭的な防災教育を両立させることで、地震学のアウトリーチが飛躍的に進

むことなどが見いだされた。 
 
研究成果の概要（英文）：Facing with the Great East Japan Earthquake and Tsunami in 2011, 
we conducted urgent filed surveys in disaster areas in Tohoku region, in addition to 
researches in an initial plan. We examined the effectiveness of community-based tsunami 
disaster education program we developed based on inter-local transfer of regional tsunami 
lessons, from Tohoku regions to the areas, where the Nankai Trough disaster is expected 
to cause severe damages. We also found a newly developed “single-person evacuation 
drill” was quite effective for local people to build up and maintain tsunami preparedness. 
We also developed a new outreach program in seismology education. In this program, 
leading-edge academic researches and basic disaster educations for primary school 
students are well mixed up, by leaving a part of research activities, such as setup and 
maintenance of seismometers, to school students. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初（2009 年）は、東日本大震災

（2011 年）は発生しておらず、むしろ、阪神・
淡路大震災（1995 年）から約 15 年、中越地
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震（2004 年）から約 5年を経て、大災害がも
たらした経験・教訓を次世代および他地域に、
持続的に伝達・継承するための理論的かつ実
践的研究が要請されていた。あわせて、地域
の独自性、住民の主体的な参加をベースとし
た防災教育の必要性も高まっていた。これら
が本研究スタートの背景であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、持続可能な地域防災教育
システムについて、その必要性と実現へ向け
て解消すべき課題を社会心理学の観点から
理論的に検証し、その上で、どのような場合
にどのような防災教育システムが有効なの
かに関する実践的な知見（具体的には、地域
防災教育システムの「活用レシピ」）を確立
することである。特に、本研究では、持続可
能で、総合的で、かつ専門性が担保された防
災教育を、「持続可能な地域防災教育システ
ム」として構築することを目的として、以下
の 3 つの段階に分けて研究を進める。第 1 段
階は、社会心理学の観点に立った理論的検証、
第 2 段階は、〈フォーカス事例〉を中心とし
た実践事例研究、第 3 段階は、地域防災教育
システムの「活用レシピ」の作成、である。 
 
３．研究の方法 
 住民参加型の地域社会マネジメント、参画
型防災教育、体験の共有や次世代への継承な
どに関する既往の研究のレビューに引き続
いて、地域防災教育について以下の 3つの実
践的な研究を推進した。 
(1) 第 1 研究：「災害体験世代と次世代を繋
ぐライフヒストリー研究」 
〈フォーカス事例〉として「次世代語り部事
業」（阪神・淡路大震災を子どもとして経験
した世代の語り部活動）について、その実践
場面をすべて動画記録に収めるとともに、そ
れをもとに、そうした取り組みが現在の子ど
もを対象とした防災教育や震災教訓の継承
に対して有する実践的意義を、「世代継承論」
と「実践共同体論」の観点から検討した。加
えて、研究期間中に発生した東日本大震災に
ついては、阪神・淡路大震災等の被災者との
交流事業がもつ意味についても検証した。 
(2) 第 2 研究：「防災ワークショップ検証ワ
ークショップ」 
〈フォーカス事例〉である防災ゲーム「クロ
スロード」について、その効果を専門的な知
識・技能の習得という観点から検証するため
のワークショップを反復実施して、その成果
を検証した。同時に東日本大震災の発生以降
は、大きな社会的課題となった津波避難につ
いて、それがもつ葛藤性（たとえば、クルマ
避難の是非、要支援者への支援の是非など）
に注目して、「クロスロード：津波対策編」
を作成した。さらに、「個別避難訓練」と呼

ぶ新しい避難訓練法を開発・実装した。 
(3) 第 3 研究：「災害科学の地域防災教育へ
のアウトリーチ」 
〈フォーカス事例〉である「地震観測満点計
画による防災教育プログラムの開発研究」を
推進した。「満点計画」とは、正式には、次
世代型稠密地震観測計画と呼ばれ、新たに開
発された小型・安価で保守の容易な地震計を
数多く（万点）に設置して充実した観測網を
作ることによって、理想的な地震観測を行お
うという計画である。本研究では、この地震
計を小学校に設置し、学校における防災教育
や理科教育、さらには地域社会における防災
意識の醸成・喚起に役立てるためのプログラ
ムを開発し、その成果を検証した。 
 
４．研究成果 
 研究期間中に発生した「東日本大震災」に
即応して、当初の研究計画に加えて、被災地
における緊急調査、東日本大震災の被災地と
阪神・淡路大震災の被災地、および、南海ト
ラフ巨大災害など今後大きな災害が予想さ
れる地域との地域間交流をベースとする地
域防災教育の可能性についても検討を進め
た。このことを通して、当初の研究目的にも
明記した「持続可能で、総合的で、かつ専門
性が担保された防災教育」の確立へ向けた理
論的かつ実践的な研究（アクションリサー
チ）を展開した。以下の 3つが主要な研究成
果である。 
(1) 第 1 研究：東日本大震災の津波被災地に
おける体験者の証言を、将来津波被害が予想
される地域に伝承する方法に関して研究を
実施した。実際には、岩手県の被災者と南海
トラフ巨大災害が想定される高知県で防災
実践にとりくむ住民との共同ワークシップ
を実施し、その成果と意義について、世代継
承論やナラティヴ論の観点から検証した。そ
の結果、インターローカルな体験の共有が、
被災地の体験の保持・継承と、将来の災害に
備える地域における防災教育の双方に有効
に機能することを見いだした。 
(2) 第 2 研究：研究代表者らが開発した防災
ゲーム「クロスロード」を活かしつつ、フォ
ーカス事例として設定した研究フィールド
（高知県内）において、津波防災に焦点をあ
てた個別訓練教育の手法（「個別訓練タイム
トライヤル」）を開発し、その効果性につい
て検証した。その結果、避難者が「主役」と
なって、自らの避難経路や所要時間等を実証
的データとして獲得しながら、それに津波浸
水シミュレーション等のハザード情報を重
ね合わせる新しいタイプの避難訓練実施お
よび分析手法は、非常に大きな効果をあげる
ことが見いだされた。 
(3) 第 3 研究：本研究がベースとした地震研
究計画「満点計画」とは、新たに開発された



小型・安価で保守の容易な地震計を数多く
（万点）に設置して充実した観測網を作るこ
とによって、理想的な、つまり、満点の地震
観測を行おうという計画である。本研究では、
この地震計を設置した 2つの小学校における
防災教育を 4年間にわたって継続的に推進し、
この試みの長期的・持続的効果に関する検証
作業を行った。その結果、地震学の最先端研
究と初頭的な防災教育を両立させることで、
地震学のアウトリーチおよび地震防災教育
の双方を飛躍的に促進させうることが見い
だされた。 
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